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Ⅰ．前書き 

 近年地球を取り巻く環境が急速に悪化し、人類に取って益々厳しい状況となっています。その中で、二

酸化炭素による温暖化の現象は、海水面の上昇を始め記録的な高温、小雨、局地的大雨、そしてサバク化

等様々な異変に直面しています。このような原因の１つとして、京都議定書に見られる様に、二酸化炭素

（CO2）問題が大きくクローズアップされています。 

 日本はエネルギー小国で、ほとんどのエネルギー源を外国からの輸入でまかなっています。その中でも

電気エネルギーを作るために多量の石油、石炭、天然ガスを消費し、多くの二酸化炭素を排出しています。 

 私たち市民レベルでも環境浄化に取り組まなければ、との意識が強くなっています。 

 銀天街商店街では、照明、街路灯に年間約４万［KWh］弱の電力を消費しています。この電力をすべて

太陽光発電でまかなうことが出来れば、一年間で石油削減量約一万リットル、二酸化炭素削減量７４００

［Kg－C／年］、森林面積換算では、実に約８０、０００［㎡］となる事がわかりました。 

 

 このことから、商店街のアーケイド上に太陽光発電装置を設置し、自然エネルギーを有効利用出来れば、

多くの市民に環境問題を広くアピールし、二酸化炭素の削減に寄与出来ることとなります。 

 又、商店街照明の昼間の電気使用量が全使用電力の９０％と夜間より多く、太陽光発電装置はその性質

上夜間は発電しないので、発生電力はより有効に使用されます。 

 

 中国電力でも自然エネルギーの利用義務が課されていて、その利用義務量は１５年度 １．６億［KWh］

を必要とし、積極的に自然エネルギによる発生電力を買い上げています。津山営業所管内でも太陽光発電

設備は３００ケ所に設置されています。 

 また、岡山県でも太陽光発電の導入が近年急速に進み、５年間で３０倍近くに拡大しています。産業用

（出力１０KW 以上）も２００６年度に目指していた目標を近く達成される見込みです。 

Ⅱ． 銀天街の電灯使用の現状 

 （１） 現在の使用状況 

   月平均電気使用量   約３２００［KWｈ］ 

   照明時間帯      蛍光灯  A.M ９：３０～PM ７：００ 

                         （蛍光灯本数 約２１０本 看板灯４５本含む） 

              常夜灯  P.M   ６：３０～A.M ９：３０ 

                          （４０W １７基） 

 

 これより表１が得られる 
                          表 １ 
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 （２） アーケイド上に設置出来る最大電力量 

 銀天街アーケイド上にソーラパネルを設置するとアーケイドの天井面積以上の物は設置できないので最

大発生電力はアーケイドの面積で得られる。 

  アーケイド幅６．４ｍ 長さ約８０ｍであるが,アーケイド上の両側に通路が有り,実質幅４ｍ長さ７０ｍ

とすると 

  ４ｍ×７０ｍ＝２８０㎡となる。 

  発電効率を太陽光発電パネル製造メ－カー表示の１３％とすると 

最大発生電気量は理論上２８０㎡×１KW×０．１３＝３１．２KW となる。 

（注 太陽電池パネルを風の影響を最小とするため重ねない場合） 

これらより太陽光発電設備容量は最大３０KW までの範囲で選定する。 

 （注） 消防法をクリヤー出来るものとして 

  Ⅲ． 太陽光発電装置の検討 

 

 １．目的 

 アーケイド照明（日中）を太陽電池で供給したときの、太陽電池量と発生発電量、中国電力からの買電

量、中国電力への売電量を、太陽電池容量をパラメータにして見積もる 

 ２．前提条件 

 ２．１ 負荷 

 毎日９:３０～１９:００点灯 消費電力:３２００KWh で一定（内訳昼間２８９４、常夜灯３０６） 

 ２．２発電能力 

  津山高専の４１KW 設備をベースに比例換算する。 

  （津山市 沼 南向き傾斜２０度） 
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 ２．３電気料金 （２００３年７月現在） 
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    4 
買電金額と売電金額は同額とする。・・・中国電力へ確認済み。



 Ⅳ．結果 

 太陽光発電の設置なしの場合、年間電気料金は８０万７千円であるのに対し太陽光発電設置による年間

節約金額は下表のように予想される。 

 

太陽電池発電容量 

 

年間発電量 

  ［KWh］ 

年間買電量 

  ［KWh］

年間電気料金

  ［円］ 

 節約金額 

  ［円］ 

         ５KW 

 

  ５、４１３  ２９、３１５ ６８８、３８２ １３４、８０８

       １０KW 

 

 １０、８２６  ２３、９０３ ５６６、００３ ２５５、１８７

       １５KW 

 

 １６、２３８  １８、４９０ ４４５、６２３ ３７５、５６７

       ２０KW 

 

 ２１、６５１  １３、０７７ ３２５、２４４ ４９５、９４８

       ２５KW 

 

 ２７、０６４   ７、６６４ ２０６、９５２ ６１４．２３８

       ３０KW 

 

 ３２、４７７   ２、２５２  ９８、０１５ ７２２、１７５

 

  Ⅴ． 太陽光発電装置設置の補助制度 

 

 岡山県でも太陽光発電に取り組み、補助制度を取り入れています。又、玉野市、新見市、邑久町、清音

村、中央町も独自の補助制度を設けています。津山市においても他市町村と同じく補助制度を取り入れ、

自然エネルギーの利用を進めるる時期に来ていると思います。 

 

    太陽光発電装置設置の補助制度 

  実施主体    補 助 率 

  国 費用の２分の１～３分の１  

 産 業 用 

 

  県 

 

国補助（費用の３分の）に費用の６分

の１を上乗せ 

    国 １KWあたり９万円程度 

  玉野市 国補助額の２分の１を上乗せ 

  新見市 国補助額の４分の１を上乗せ 

  邑久町 

 

国補助に１KWあたり５万円を上乗せ

  清音村 

 

国補助に１KWあたり５万円を上乗せ

 

 住 宅 用 

 

 

 

 

 

 

 
  中央町 

 

国補助に１KWあたり４万円を上乗せ



太陽光発電設備の大まかな試算 

 

 まず津山高専における太陽光発電設備（４１KWh）が設置された１９９８年８月より２００３年６月までの

４６ヶ月間の総発電量は１５０５７６KWh で１ヶ月平均３２７３．４KWh となる。１年間総発電量は ３

９８３４．８KWh となり 
 
              年間平均発生電力 
発生電力比   =    で求められるので ９．７２となる。 

                設備要領 
 

これは全国平均の１１．３４と比べると８．５７％と低い数値となっている。 

 

アーケイド上にシャープの１０KW 発電設備を設置すると会社の説明では年間１１１０２KWh となつてい

るが津山高専の発電効率を当てはめると年間発電量は ９３５２．６KWh となる。 

電力会社へすべて売却すると中国電力への買電単価は ２５．２３円なので 

２３５９７０円となる 

シャープの１１１０２KWh を当てはめると 

１１１０２KWh×２５．２３円＝２８０１０３円となる 

（中国電力への買電単価 ２５．２３円） 

 

現在の商店街の照明設備の電気使用量の内訳 

常夜灯 １５時間点灯すると 

４０W×１７基×１５時間＝１０２００Wh 

１ケ月 ３０日として 

１０．２KW×３０日＝３０６KWh 

１ケ月の電気使用量が約３２００KWh なので照明用電気使用量は 

３２００KWh－３０６KWh＝２８９４KWh となる 

１日あたり ２８９４KWh÷３０＝９６．５KWh 

照明用電気使用時間が９時間３０分なので照明用電気使用量は 

９６．５÷９．５＝１０．１５KW 

１日の最大使用電気量は１０．１５KW＋0.６８ＫW＝１０．８３KW となる。 

これらより最低１０KW 発電タイプの太陽光発電設備が適当と思われる。 

１年間の使用電力は３２００KWh×１２ケ月＝３８４００KWh となる。 

すべての電気を太陽光発電でまかなうとすれば４０KW の発電設備が必要となる 

 


